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第２回低炭素電力供給システムに関する研究会
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太陽光発電協会太陽光発電協会

事業 :

太陽光発電に関する

• 生産、流通、利用及び貿易についての調査、
研究及び統計

• 普及促進に関する関係機関等への建議・意見
具申

• 標準化及び規格化についての調査研究

• 会員相互の交流及び内外関係機関、団体との
連携並びに国際協力の促進

• 市場動向、技術開発、利用等に関するシンポ
ジウム、セミナー等の開催

• 広報・啓発

• 需要家又は消費者との相談等に関する業務

• その他、上記目的を達成するために必要な事業

標準化・規格化の
調査研究

シンポジウム・セミ
ナー等の開発

JPEA
太陽光発電システム

普及促進に関する
建議・意見具申

生産・流通・利用・
貿易に関する調査、
研究、統計

会員相互の交流と国
内外機関・団体との
連携・国際協力

需要家、消費者との
相談等

太陽光発電協会（ＪＰＥＡ）は、太陽光発電の利用技術
の確立および普及促進によって、我が国の経済の繁栄
と国民生活の向上に寄与することを目的としています。
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ＩＥＡ諸国　累積設置量計

出典：IEA PVPSを基にJPEA作成

２００５暦年にドイツの設置量が世界最大となりました。

世界の太陽光発電の設置量世界の太陽光発電の設置量
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出典：ＮＥＦ資料を基にJPEA作成
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約2.5倍

長期エネルギー見通し（最大導入ｹｰｽ）

「福田ビジョン」で

２００５年：１,４２０ＭＷ から

２０２０年：１０倍１４,０００ＭＷ、

２０３０年：４０倍５３,０００ＭＷ

電気事業連合会は「低炭素社会実現に向けた

電気事業者の取り組み」を５月に発表

太陽光は局所的な集中設置を除き

１０，０００ＭＷ程度まで系統受入可能

出典：長期エネルギー需給見通し(２００８年５月)を基にJPEA作成

太陽光発電の導入量の現状と目標太陽光発電の導入量の現状と目標
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出典：｢低炭素社会・日本(福田ビジョン、２００８年６月)を基にJPEA作成

福田ビジョンに基づく導入量推移福田ビジョンに基づく導入量推移
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ﾎﾟﾘｼﾘｺﾝ

SolarGS

ｲﾝｺﾞｯﾄ化
ｳｴﾊ化

ｾﾙ化 ﾓｼﾞｭｰﾙ化
ｼｽﾃﾑ機器
ｼｽﾃﾑ設計

施工
販売

ｼｽﾃﾑ機器
ｼｽﾃﾑ設計

施工
販売

薄膜型太陽電池（アモルファス、微結晶タンデム、ＣＩＳ、ＣｄＴe）

結晶型太陽電池

・ｼﾘｺﾝ原料の長期供給契約から、川上から川下までの一貫供給体制の傾向
・垂直統合、事業統合、サプライチェーンへの資本参加なども活発

・ﾓｼﾞｭｰﾙ化までの一貫体制（技術開発ならびにﾌﾟﾛｾｽ技術による高性能化）
・ﾌﾙﾀｰﾝｷｰﾒｰｶｰによる、従来技術による薄膜太陽電池の生産
・ｳﾞｪﾝﾁｬｰ企業による新技術や、薄膜製造ﾒｰｶｰと太陽電池ﾒｰｶｰの共同開発

シャープ、カネカ、三菱重工、冨士電機システムズ、昭和シェルソーラー、ホンダソルテック、
ＦｉｒｓｔＳｏｌａｒ，ＭｏｓｅｒＢｅａｒ，ＮｅｘＰｏｗｅｒ，ＱＣｅｌｌｓ，ＳｃｈｏｔｔＳｏｌａｒ，Ｎａｎｏｓｏｌａｒ，ＭｅａＳｏｌａｒ

シャープ、京セラ、三洋、三菱、（ＭＳＫ、ＹＯＣＡＳＯＬ、ＣＶ２１、スペースエナジー、フジプレア
ム）
ＲＥＣ、ＱＣｅｌｌｓ、Ｓｕｎｔｅｃｈ、ＭＯＴＥＣ、ＳｕｎＰoｗｅｒ、ＢｏａｄｉｎｇＹｉｎｇｌｉ，ＤＳｏｌａｒＳＷｏｒｌｄ、

ﾄｸﾔﾏ､三菱M
HemLock. REC
Wacker MEMC

薄膜製造プロセス ﾓｼﾞｭｰﾙ化

太陽光発電産業のサプライチェーンと構造変化の傾向太陽光発電産業のサプライチェーンと構造変化の傾向
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供給サイド需要サイド

商社

機械産業
太陽電池
製造装置

半導体ｶﾞｽ

ガラス 窯業
建材

住宅設備
建材

窯業

非鉄
金属

金属
建材

精密機器

シリコン
原料アルミ材

ＥＶＡ

絶縁材
化学
化成品 フィルム

ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸ

電子機器
電気

パワコン

電源設備 ﾊﾞｯﾃﾘｰ
設備

計測機器

海外

太
陽
光
発
電
ｼｽﾃﾑ

導
入
普
及
拡
大

電材
量販店

販売店
代理店

住宅
メーカー

設計

電気工事

屋根工事

倉庫

貿易

建設
ゼネコン

ﾌｧｲﾅﾝｽ

運輸
物流 通信

現地
販売店

海運 ＩＴ

ﾋﾞﾙ

工場

官公庁
店舗

ﾏﾝｼｮﾝ

住宅

学校

工務店
ﾛｰｶﾙﾋﾞﾙﾀﾞｰ

太陽光発電システムの関連産業太陽光発電システムの関連産業

出典：「太陽光発電産業自立に向けたビジョン2006年改訂版”めざせ！ソーラー・にっぽん″」
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Si生産量拡大
(シリコンメーカー)

シリコン原料
不足解消

微結晶技術
膜厚2mm(薄膜）

ﾀﾞｲｼﾝｸﾞ技術向上
ｾﾙ厚250→150mm
ｶｰﾌﾛｽ低減

ソーラーグレード
シリコンの促進
（冶金法・化学法）

有機系（色素増感型、
有機薄膜型など）

シーメンス法
（従来手法）での増産

シリコン
使用効率化

(太陽電池メーカー)

シリコンレス
太陽電池開発
(太陽電池メーカー)

化合物系（ＣＩＳ、
GaAs、CdTeなど）

変換効率向上で
使用効率改善

原料不足問題への取組み原料不足問題への取組み
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■結晶太陽電池の高効率化

○HIT型太陽電池

■結晶太陽電池の薄型化
シリコン使用量を低減する
ことで低コスト化を実現
(太陽電池メーカー各社）
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太陽電池の高効率化により、原料使用の効率化
および設置面積の低減を実現 (太陽電池メーカー各社）

○バックコンタクト型太陽電池

・アモルファスシリコﾝと
結晶シリコンのハイブリッド
構造により高効率化
(三洋電機)

○ﾊﾆｶﾑﾃｸｽﾁｬｰ構造

・レーザーパターニングと
湿式エッチングにより
セル表面反射率の低減
による高効率化(三菱電機）

結晶太陽電池の高効率化・薄型化結晶太陽電池の高効率化・薄型化

・表面で発生する電流を
スルーホール電極を
通して裏に回し、裏面
の電極に流す
「バックコンタクト構造」
(京セラ)

・受光面電極を廃止
することで受光量を
増加(米SUNPOWER)
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■タンデム型薄膜太陽電池

■ＣＩＳ型薄膜太陽電池

■フレキシブルフィルム型薄膜太陽電池

ｱﾓﾙﾌｧｽと微結晶のﾀﾝﾃﾞﾑ構造
にすることで変換効率を向上
(カネカ・三菱重工・シャープ）

化合物型構造による新しい太陽電池
(昭和シェルソーラー・ホンダソルテック）

ｱﾓﾙﾌｧｽとﾌｨﾙﾑ型の特性を
もつ構造(冨士電機システムズ）

太陽光

Top Cell

ｱﾓﾙﾌｧｽｼﾘｺﾝ

微結晶（µc-Si*）Ｂｏｔｔｍ Cell

薄膜型太陽電池モジュールの商用化薄膜型太陽電池モジュールの商用化
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結晶薄膜太陽電池（タンデム型）

アモルファスシリコンセル

微結晶シリコンセル

透明電極

裏面電極

ガラス基板

アモルファスシリコンセル

透明電極

ガラス基板

裏面電極

従来のアモルファス型
薄膜太陽電池

アモルファスシリコンセル

微結晶シリコンセル

アモルファスシリコンセル

トリプル型 薄膜太陽電池

透明電極

裏面電極

ガラス基板

Top cell

Middle cell

Base cell

Buffer-layer

Ag electrode

モジュール

フレネルレンズ集中装置

6%
8～9% ＞10% （モジュール効率）

26%（モジュール効率）
40%（集光時セル効率）

■集光型太陽電池

■集積型薄膜太陽電池

薄膜太陽電池の高効率化と集光型電池の効率向上薄膜太陽電池の高効率化と集光型電池の効率向上
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ＣｏｏｌＣｏｏｌ Ｅａｒｔｈエネルギー革新技術計画Ｅａｒｔｈエネルギー革新技術計画

出典：「Cool Earth エネルギー革新技術計画」（経済産業省）
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・世界的な太陽電池産業の成長
・原料問題（ｼﾘｺﾝ不足、原材料不足等）
・技術開発の著しい進歩
・半導体技術による生産
・新規参入企業やｳﾞﾝﾁｬｰ起業家の参加
・環境成長企業への投資ファンド投入
・異業種からの新規事業参入

・温暖化対策（CO2削減）
・企業として環境対策
・環境配慮型スタイル
・欧州でのFIT
・米国での導入計画
・世界諸国で再生可能
エネルギー取組み

・大規模発電事業

市
場
の
拡
大

生
産
供
給
力

両者を支える仕組み

グローバル化する太陽光発電産業の展開

・政策誘導による市場拡大
・産業政策的な誘導支援策
・継続した技術開発支援と
技術開発の母体があること
・先行リスクをふまえた、参入
企業の挑戦
・ｸﾞﾞﾛｰﾊﾞﾙな資金の取り込み

日本の対応

太陽光発電産業としての視点太陽光発電産業としての視点
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東京都港区新橋４－２９－６
有限責任中間法人 太陽光発電協会

http://www.jpea.gr.jp


